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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月20日(2011.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　式（ＩＩ）：
【化１】

［式中、
　Ｘ１～Ｘ４のうち２つは、－ＣＲ＊－および－Ｎ－から選択され；
　Ｘ１～Ｘ４のうち他の２つは、－ＣＲ＊－であり；
　Ｒ＊は、独立して、各事象にて、－Ｈ、低級アルキルまたはハロゲンから選択され；
　Ｒ１は、可溶化基であり；
　Ｒ２は、－ＣＮ、－Ｆ、－Ｃｌおよび－ＣＦ３から独立して選択される１以上の基で置
換されていてもよいフェニルであり、Ｘ１～Ｘ４の各々が－ＣＲ＊－である場合、Ｒ２は
さらに、Ｎヘテロ原子を含有し、かつ、Ｎ、ＯおよびＳから選択される第２のヘテロ原子
を含有していてもよい５－ないし６－員の複素環から選択され、ここに、該複素環はメチ
ルで置換されていてもよい］
で示される化合物またはその塩。
【請求項２】
　Ｘ１～Ｘ４が－ＣＲ＊－であり、Ｒ２がフェニル、フルオロフェニル、ジフルオロフェ
ニル、クロロフェニル、ジフルオロフェニルメチルチアゾリル、ピリミジニル、ピリジル
およびピラゾリルから選択される請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ２がフェニル、フルオロフェニル、ジフルオロフェニル、クロロフェニル、２－メチ
ルチアゾール－４－イル、ピリジルおよびピラゾール－１－イルから選択される請求項２
記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ２がフェニルまたはピリジルである請求項３記載の化合物。
【請求項５】
　Ｘ１～Ｘ４のうち１つが－Ｎ－である請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　Ｘ１～Ｘ４のうち２つが－Ｎ－である請求項１記載の化合物。
【請求項７】
　Ｘ１がＮである請求項５記載の化合物。
【請求項８】
　Ｘ１およびＸ２が－Ｎ－である請求項６記載の化合物。
【請求項９】
　Ｘ１およびＸ４が－Ｎ－である請求項６記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ１が－ＣＨ２－Ｒ３であり、Ｒ３がＣ１－Ｃ４アルキル、アミノ、ハロゲン、メトキ
シおよびメトキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキルから選択される１以上の置換基で置換されていて
もよい含窒素複素環である請求項１～９のいずれか１項記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ２がフェニル、ピリジル、または３－フルオロフェニルである請求項１０記載の化合
物。
【請求項１２】
　Ｘ２およびＸ３が－ＣＨ－であり、Ｘ１およびＸ４が－ＣＲ＊－または－Ｎ－から独立
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して選択される請求項１１記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ１が－ＣＨ２－Ｒ３であり、Ｒ３がピペラジン－１－イル、４－（メトキシエチル）
－ピペラジン－１－イル、３，５－ジメチルピペラジン－１－イル、モルホリン－４－イ
ル、ピペリジン－１－イル、４－アミノピペリジン－１－イル、ピロリジン－１－イル、
３－フルオロピロリジン－１－イル、－ＮＨ－（ピロリジン－３－イル）、および１，４
－ジアザ－ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－１－イルから選択される請求項１０記載の
化合物。
【請求項１４】
　Ｒ３が４－（メトキシエチル）－ピペラジン－１－イル、モルホリン－４－イル、ピペ
リジン－１－イルおよび４－アミノピペリジン－１－イルから選択される請求項１３記載
の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ２がフェニル、３－フルオロフェニルまたはピリジルである請求項１４記載の化合物
。
【請求項１６】
　Ｘ２およびＸ３が－ＣＨ－であり、Ｘ１およびＸ４が独立して、－ＣＲ＊－または－Ｎ
－から選択される請求項１５記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ＊がＨである請求項１記載の化合物。
【請求項１８】
　式（ＩＶ）：
【化２】

［式中、１つのＸ変化基が－ＣＨ－および－Ｎ－から選択され；
　他の２つのＸ変化基が－ＣＨ－であり；
　Ｒ１が可溶化基であり；
　Ｒ２がフェニルおよびフルオロフェニルから選択され、各Ｘ変化基が－ＣＨ－である場
合、Ｒ２はさらに、Ｎヘテロ原子を含有し、かつ、Ｎ、ＯおよびＳから選択される第２の
ヘテロ原子を含有していてもよい５－ないし６－員の複素環から選択され、ここに、該複
素環はメチルで置換されていてもよい］
で示される請求項１記載の化合物またはその塩。
【請求項１９】
　構造式：
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【化３】

　　　　　　　　　　　　　

で示される請求項１記載の化合物。
【請求項２０】
　構造式：

【化４】

　　　　　　　　　　　　　

で示される請求項１記載の化合物。
【請求項２１】
　構造式：

【化５】

　　　　　　　　　　　　　

で示される請求項１記載の化合物。
【請求項２２】
　構造式：



(5) JP 2010-530432 A5 2011.8.4

【化６】

　　　　　　　　　　　　　

で示される請求項１記載の化合物。
【請求項２３】
　式（Ｖ）：

【化７】

［式中、環Ａは、
【化８】

から選択され、
　Ｒ１は可溶化基であり；
　Ｒ＃は－Ｈまたは－Ｏ－ＣＨ３である］
で示される　化合物またはその塩。
【請求項２４】
　式（ＶＩ）：
【化９】

［式中、環Ｂは、
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【化１０】

から選択され、
　Ｒ１は可溶化基である］
で示される　化合物またはその塩。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれか１項記載の化合物またはその医薬上許容される塩および医薬
上許容される担体を含む発熱物質不含組成物。
【請求項２６】
　請求項１～２４のいずれか１項記載の化合物またはその医薬上許容される塩および医薬
上許容される担体を含む医薬組成物。
【請求項２７】
　付加的な活性剤をさらに含む請求項２６記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　　インスリン耐性、メタボリックシンドローム、糖尿病、またはその合併症を治療する
ための、または対象におけるインスリン感受性を増加させるための医薬の製造における、
請求項２６記載の医薬組成物の使用。
【請求項２９】
　化合物がサーチュインタンパク質のレベルまたは活性の少なくとも１つを増加させる、
請求項２８記載の使用。
【請求項３０】
　化合物がサーチュインタンパク質のデアセチラーゼ活性を増加させる、請求項２９記載
の使用。
【請求項３１】
　サーチュインタンパク質が哺乳動物タンパク質である、請求項２９記載の使用。
【請求項３２】
　サーチュインタンパク質がヒトＳＩＲＴ１である請求項２９記載の使用。
【請求項３３】
　ＳＩＲＴ１および／またはＳＩＲＴ３タンパク質の脱アセチル化活性を増加するのに有
効な化合物濃度にて、化合物が下記の活性：ＰＩ３－キナーゼの阻害、アルドレダクター
ゼの阻害、チロシンキナーゼの阻害、ＥＧＦＲチロシンキナーゼのトランス活性化、冠血
管拡張、または鎮痙作用の１以上を実質的に有さない請求項２９記載の使用。
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